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自分の思いをカタチに。
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そ
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月
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ん
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張
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て
く
だ
さ
い
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7.1火・4金・8火
インド文化体験ワークショップ

7.1・15・22・29火
ベトナム語
入門講座

8.5火・７木
ロビンさんと一緒に
Let’s Enjoy English

8.20水 にほんごカフェ
「やさしいにほんごではなそう」

やさしい
にほんごで
はなそう
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　奥深いインド文化を、3 日に渡り楽しく学びました。参加者はアー
ユルヴェーダの基礎知識の学びを主軸に、講師のインド滞在時の体験

談を聞いたり、インド特有のハーブやスパイスを使ったハーブティー

を飲んだり北インドスパイスカレーを食べたりすることでインド文化

をより身近に感じることができました。

　言語に興味があった人、同僚にベトナム人がいる、
技能実習生と関わって仕事をしている人など、参加の

理由は様々でした。皆さんとても熱心にクラスに参加し

てくれました。「ベトナム語の言葉の背後にある考え方、

発想という文化に触れることができました」、「発音の

重要さがわかりました」、「言葉は理屈じゃないと身にし

みました」などの感想をいただきました。今回、入門

講座として、初めて開講しましたが、この機会を通じて、

ベトナムについて興味を持ち、語学や文化のさらなる

学びへつながっていけばと思います。

　最初は緊張していた子ども

たちも、少しずつ慣れて、積

極的にクラスに参加してくれ

ました。フラッシュカードを

使い、簡単なフレーズを覚え

て話すゲームや、覚えた単語

のイラストを探す「宝探しゲーム」は、とても盛り上がりました！

クラフトタイムでは、今回のテーマとなった” 夏のビーチ” にちな

んで、折り紙や、シール、クラフトテープを使って、魚とクラゲを

作成し、持ち帰りました。元気な子どもたちの笑い声がいっぱいの

楽しい 2 日間となりました。

　水曜日の「やさしいにほんごで話そう」の
クラスで、浴衣着付け体験と日本のお茶体験
をしました。浴衣を着て盆踊りをしたり、
日本茶と和菓子をいただいたり。みんなで
おしゃべりをしながら、日本の文化を体験
しました。
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8.2３土 FUNDAY
TBY  Funday !

6.14・7.12・9.６土 こころのケア講座

ファシリテーター

熊田梨恵
NPO 法人パブリックプレス代表理事　
社会福祉士・・産業カウンセラー

7.1９土 パパトーク 7.1９土 パパスクール 8. 2土 パパカフェ
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　夏休み終了間近の 8 月 23 日に、TBY　FUNDAY を開催
しました。
　子どもたちとその家族、いつもお世話になっているボラン
ティアさんと、ダイバーシティセンタースタッフの総勢 16 名が
多 目 的スペースに集い、楽しいひと時を過ごしました。
　今回は初めて「工作」がメイン。『「ねんどでつくる」光る！ゆ
らゆらモビール』を製作しました。一見簡単にできるもの
かと思いきや、ワイヤーを測って切るところからはじまり、
ワイヤーを曲げたりするのも一苦労。保護者の方やスタッフに手
伝ってもらいながら作業を進めていきます。男の子達は真剣その
もの。その集中力には目を見張るものがありました。その後、ね
んどでモチーフを作るのですが、どれも見本とは違った、
皆それぞれ個性がある、味わい深い素敵な作品に仕上がりました。
工作が仕上がった人から、お楽しみのおやつタイム。毎年大人気
のかき氷に加え、ボランティアの矢ケ﨑さんにご協力いただき、

今夏はポップコーンをつくりました。定番のしお味に加え、イチゴ味の 2 種類を用意。どちらもできたてはとってもおい
しくて、子どもたちにも大人気でした。かき氷は自分で氷を削って作るスタイル。少し力が要りますが、どの子もあっと
いう間に削ります。
　夏休みの間、毎週末暑い中足を運び、学校で出される宿題をメインにがんばった子どもたちでした。2 学期も元気に
参加してほしいです。

8.29金
　今回の多文化セミナーは、1995 年の阪神・淡路大震災をきっかけに、
外国人被災者のために生まれた後、今も広がりをみせる「やさしいにほんご」
について、大阪ＹＭＣＡ日本語教育センターセンター長の亀田美保さんに
教えていただきました。講座ではやさしいにほんごについての基礎知識を
はじめ、実際にロールプレイングを用いて難しい言葉をやさしい言い方に
置き換える難しさや有意義さを体験する事で、やさしいにほんごに関する
理解が深まる内容となりました。

　心身ともに影響の大きいトラ
ウマやこころの傷付きの仕組みに
ついてお話しいただきました。
トラウマの特徴や発生しやすい
条件、トラウマ反応に必要なのは
コントロールではなくケアである
ことなどを論理的な視点で解説い
ただき、参加者から納得の声が
上がりました。トラウマによる
さまざまな感情や身体症状は自然
なことであり、これらの反応を
知ること自体が有効なセルフケア
のひとつだと理解することができ
ました。

　暴力の構造と本質についてお話しい
ただきました。DV（ドメスティック・
バイオレンス）は加害者が権力・支配・
暴力を複合させて被害者を支配下に
置くものであり、心身に重大な影響を
及ぼす極めて危険な状態であると再認
識することができました。参加者より
「このように学んでいることこそがセル
フケアになっていると感じる」という
感想が寄せられ、熊田さんの「やさ
しさの半分は知識でできている」とい
う深い思いが伝わった様子でした。

　今回は、回復に向けたセルフケアの方
法をテーマにお話しいただきました。
熊田さんは、目指すのはこころの傷との
共存であると強調され、傷やトラウマを
なかったことにせず、それも自分の一部
と受け入れることが回復の第一歩である
と力強く伝えていただきました。
　ワークやピアサポートグループで自分
自身と向き合う時間をとり、自尊心・境
界線を強めるセルフケアにも前向きに取
り組むことができました。全 4 回を通
して、すべての参加者の気持ちに寄り
添う温かい講座となりました。

　阿川さんには「0 歳児から 2 歳児における
主な発達のポイントと遊び」をテーマに
お話しいただきました。例えば 1 歳児の
手遊び歌はリズム感・言葉の習得に繋がるなど
といった、年齢別で行う遊びと発達のねらいを
詳細に解説していただきました。また、パパが
作るてづくりおもちゃの例に触れ、おもちゃは
遊び方を決めずに子ども自身に想像力を働かせ
ることがコツであるというアドバイスに参加者
は深く頷いていました。後半はパパ同士の意見
交換や講師への子育て相談など、終始和やかな
雰囲気で発言していました。

　須田さんより女の子のカラダの変化に
ついてご説明いただきました。月経に伴う様々
なトラブルやしんどさについて、またそれが
疾患につながる可能性があることについて認識
することができました。また生理用ナプキンが
配布され、使用法について説明するとともに、
月経の際にはこれが数時間、股についている
ことの違和感についても共有されました。
　小学生～高校生の子のいる父親が参加し、
「子どもに何が起きているのか知ることができ、
月経時の子どもとの接し方について具体的に学
べた」といった感想が寄せられました。

　多くの知識・情報が必要となる「保活」につ
いて、保育コンシェルジュより「保育施設入所
ガイド」に沿った解説をしていただきました。
参加者の子どもの月齢は 2ヶ月から 9ヶ月まで
さまざまでしたが、パパからは「ポイント制っ
てなに？」「こども園との違いは？」など積極
的に質問が上がりました。
　また、保育園入園後の過ごし方についての助
言もあり「保活の全体観が理解できた」「こう
いう会があればまた参加したい」といった前向
きな感想が寄せられました。

6月14日㊏ ７月12日㊏ 8月 9日㊏

IDC 多文化共生セミナー「やさしいにほんご講座」
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今後の予定

FUN
DAY

I DCの事業ご案内 　女性相談、外国人相談、日本語教室、子ども日本語教室のほか、様々なセミナーやイベント、出前講座を実施しています。
詳しくは市のホームページや広報誌、ダイバーシティセンターフェイスブックを見てください。
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